
びわ湖ホール
劇場サポーター

第27期

人と人とのネットワークで、感動をびわ湖から広げよう！
オペラやクラシック音楽、バレエや演劇が大好きで、舞台芸術に関心がある方、

その楽しさや感動を誰かに伝えたいと思ったことはありませんか？

「びわ湖ホール劇場サポーター」は、びわ湖ホールで上演される公演などを通じて、

舞台芸術の愛好の輪を広げるために活動しています。

舞台芸術に触れながら、多くの仲間と一緒にサポーター活動をしてみませんか。

公益財団法人びわ湖芸術文化財団　法人本部　営業部 「劇場サポーター」係
〒520-0806　大津市打出浜15-1　TEL：077-523-7140　FAX：077-523-7147
ホームページ https://www.biwako-hall.or.jp/  MAIL：entry@biwako-hall.or.jp

応募先・
お問合わせ



応募条件

今後のスケジュール

劇場サポーター募集説明会（びわ湖ホール3階研修室）

応募締切 面談※

①舞台芸術について関心を持つ18歳以上の方。（高校生を除く）
②びわ湖ホールの公演情報や各種制度について学び、家族や友人

など周囲の人に広めることができる方。
③サポーター同士で交流を図り、サポーター交流会の活動に参加

できる方。
※サポーター交流会…サポーター同士の交流、情報交換等を行います。

④パソコン、スマートフォンのいずれかでメールの送受信環境があり、
問題なく操作ができる方（びわ湖ホールからの連絡はメールに
より行うため）。

⑤劇場サポーター募集説明会のいずれかの日程に参加できる方。
①1月28日（金）14：00　　②1月29日（土）10：00
③1月30日（日）10：00
※サポーター活動の内容をご理解の上、ご応募いただくために開催
　するものです。

応募方法
所定の応募用紙（別紙）に必要事項を記入の上、下記宛先に郵送、
FAX、メールのいずれかでお申し込みください。びわ湖ホールHP

「劇場サポーター」ページよりダウンロードできます。

選考方法
応募用紙の記入内容による書類選考を行います。その後、面談を
させていただきます。
※記入いただきました個人情報は、第27期劇場サポーター募集および
　活動運営の目的にのみ利用することとし、適正に取り扱います。

募集期間
2022年1月28日（金）～2月6日（日）17:00 必着

応募される方は説明会①～③のいずれかにご参加ください。

事前申込
不要

当日直接会場に
お越しください。

2022年

1/28金

日２/6 水 祝２/23
金25

※時間・場所等詳細については、応募された方に後日ご案内します。

３月上旬 結果通知 4月上旬 新サポーター
オリエンテーション

（以下①～⑤いずれも満たす方）

午前・午後

午前・午後

第27期「びわ湖ホール劇場サポーター」募集要項

14:00～ （13：50受付）

1/29土 10:00～ （ 9：50受付）

1/30日 10:00～ （ 9：50受付）

17:00必着

①

②

③

「実際のサポーター活動の雰囲気を知りたい」という方に向けて、サポーター見学会を実施します！当日開催
されるサポーター定例会（今年度第６回）に自由に参加・見学していただけます。（応募に際し、見学会の
参加は必須ではありません）
●定例会は、サポーターが自主的に運営し、勉強会、情報・意見交換、討論会などの企画を行っています。

劇場サポーター定例会見学会（びわ湖ホール3階研修室）
1/30日 14:00～16:30頃

 　　　　　（13：50受付）

劇場サポーターの主な活動内容

舞台芸術愛好の
輪を広げる
サポーター同士で舞台芸術について
の意見交換やレクリエーション活
動、サポーター通信「ハルモニア」の
発行などを通じて、舞台芸術愛好の
輪を広げています。

ボランティア活動に
参加する

「近江の春 びわ湖クラシック
音楽祭」のボランティア活動
などに参加しています。

びわ湖ホールや
舞台芸術について学ぶ
びわ湖ホールのオペラ制作等に関
する講座や公演関連講座を受講し、
舞台芸術の知識や関心を深めてい
ます。

びわ湖ホールの
魅力を広める
サポーター交流会や講座で得た
知識などを活かし、家族や友
人、自身が所属しているコミュ
ニティの仲間などに、びわ湖
ホールに関する情報や魅力を
広く伝えています。

先輩サポーターの声
・これを機会に可能な限り音楽の深さ、楽しさを学んで

いきたいと思います。
・未知の分野への自分の関心が深まっていくことに楽しみ

と嬉しさを感じています。
・サポーターのつながりを通じ、様々な音楽の楽しみに

触れることに面白味を感じています。
・公演や研修でサポーターの方をお見かけすると嬉しい

気持ちになります。
・先輩サポーターは音楽や芸術に造詣の深い方も多く、

話していてとても勉強になります。

レクリエーション 特別講座

ボランティア

定例会

サポーター通信
「ハルモニア」

●１時間程度


